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国角の 2等分ベクトルの扱い( 1  )  「ーベ1，7)と……- Jるベクトルのうち，大きさが訂百のベクトル Z を求めよ I

角の 2等分ベクトルの扱い方は 2通りあり， 1つ
が国 で，もう 1つが固 です. これらはどちら
とも大切で、，状況によって使い分けられるように

ならなければなりません.

1(;1=/2， Ibl=5/ 2 だから， 5 と百のなす角を 2等分するベクトル
のlつを 2 とすると

α ， b  ( 1  
C=I(;I T 百' = ' / 2 ' 方)+(古
一(長， 長)
こで， +2=旦江 上日 2 ，<-- 51玄- / i O

5s: )  ‘ポイン卜

‘まず，大きさを 1 に
しておいて，そのあ
とJ百倍する止」 = 子( 告， 長)=何 2/ 2 )

α， b のなす角を 2等分するベクトルの 1つは

|α1 .  161 

(;=(3， 4)， b=(5， 12) とするとき， 2 とEのなす角を 2等分す
る単位ベクトル Zを求めよ.

第 7章数列

2 記号を用いた和の計算 (n)
次の数列の一般項と第 n 項までの和を求めよ.
1， 1+2， 1+2+22， 1+2+22+ 23， • 

1 mと同様に，第た項を求めて 2 計算を了すればよいのですが，第た
項の指数部分のところに h の l次式があると，それは等比数列の和
を意味しますので，初項，公比，項数を調べ，等比数列の和の公式
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公比 r，項数 n の等比数列の和

次の数列の一般項と第η項までの和を求めよ.
1， 1-3， 1-3+9， 1-3+9-27， ... 

第 6章微分法と積分法

定積分で表された関数 (11 )

等式 j(x)= x 2+ xl lj(t)dt をみたす関数 j(x) を求めよ

1 m と同じではありません. 積分の上端，下端がともに定数です.
だから，f(t) の不定積分の t に O と1 を代入することになるので
計算結果は定数です.

よって，f J (制 =α (α: 定数) とおけば，J記号が視界から消えて扱い
やすくなります.

職鱒醸苫士士竺竺竺ー
ff(仰司 (α :定数) とおくと
f(x)=x2+ax 
α= fルIVf(ο
=10い GM=÷+士α

よって G = f  

J(x)= x2+← 
¥1  

' O ポイント ・f、r .  .  - .  :  I  -j(t)dtは定数 (α， b は定数)

等式 f(x)=げ + xfo3f(仰

‘区間の両端が定数の
積分は定数となる

‘おいた式にもう一度
戻すところがコツ

第 6章微分j去と積分法

共通接線

2つの曲線 C : Y = X3， D :  y = X 2 + p X + q がある.
(1)  C 上の点 P(α，a3) における接線 lを求めよ.
(2)  曲線D はP を通り ，D のP における接線は J と一致する. こ
のとき， ρ，q をαで表せ.

(3)  (2)のとき，D がz 軸に接するような αの値を求めよ .

(2)  2つの曲線 C，D が共通の接線 Jを持っているということです
が，共通接線には次の 2つの形があります.

(1 型) (rr型)
y=g(xl y=g(xl 

違いは， 接点が一致しているか，一致していないかで、，この問題は接点がP
で一致しているので( 1型) になります.
どちらの型も，接線をそれぞれ求めて傾きと u切片がともに一致すると考え

れば答を出せますが， (1 型) についてはポイントの公式を覚えておいた方が
よいでしょう . 解答は， この公式を知らないという前提で‘作つであります.

(1)  y =がより，y'=3X2 だから，P(a， a3) における接線は，
y - a3= 3 a2(x-a) ‘図
l  :ν=3α2x - 2a3  .…ー⑦

(2)  P はD 上にあるので，a2+ ρα+ q = a3  …・・・①
また，y = x2+ ρx + q より y'=2x+ρだから，
P における接線は，y - a3= (2a+ρ)(x-α) 

l  :  y=(2α+ρ) x +α3-2α2_ρα 
y=(2α+ρ) x + q - a2  ……(j) (..・ ①より)

第 3章図形と式

軌跡 (W)

放物線 y = x2- 2 x + l と直線 y = m x について，次の間いに
答えよ .
(1)  上の放物線と直線が異なる2点 P ，Q で交わるための m の範
囲を求めよ.

(2)  線分 P Q の中点 M の座標を m で表せ.
(3)  m が(l)で求めた範囲を動くとき，点 M の軌跡を求めよ.

(1) 放物線と直線の位置関係は，連立させて g を消去した 2 次方程
式の 判別式 > 0 と考えます.
異なる 2点とかいであるので 判別式孟O ではありません.

(2)  (1)の 2次方程式の 2解が P とQ のz座標ですが，m を含んだ式になるの
で2解を α，βとおいて， 解と係数の関係を利用した方が計算がラクです.

(3) ( 1 )において，m に範囲がついている点に注意します.
(沼胆l皿)

y = x2- 2 x + 1  ……①， y = m x  …・・・②
(  1)  ①，②より ，y を消去して，x 2一( m + 2 ) x + 1 = O ・・・ ・③
③は異なる 2つの実数解をもつので，
判別式をD とすると，D > O  

D = ( m + 2 )2-4>O τ::::! m 2+ 4 m > O  
Z コ m ( m + 4 ) > O

O < m  
(2) ③の2解を α，βとすれば， y  y=x2-2x+1 
p(α，m α)， Q(β，mβ) とおける.
このとき，M ( x， y) とすれば，

Z 一旦土立 u- 2包土位一一一 @  一 口一 一… ，_，2  ，" 2  '-=-' 

ここで，解と係数の関係より y=mx 
α+β= m + 2 だから
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白U 第 8章ベクトル

唖匹 球と直線

空間座標内に，球面 C : X 2+ 〆+ Z 2ニ l と直線 Jがあり，直線
lは点 A(α，1， 1) を通り， 1: =  (1， 1， 1) に平行とする. また，
α孟l とする. このとき，次の間いに答えよ .
(1) l上の任意の点をX とするとき，点X の座標を媒介変数 tを
用いて表せ.

(2)  原点 O から J に下ろした垂線と lの交点を H とする . Hの座
標を αで表し， O H をαで表せ.
(3)  球面 C と直線 lが異なる 2点 P，Q で交わるようなαのとり
うる値の範囲を求めよ.

(4)  (3)のとき， L P O Q = 9 0o となる αの値を求めよ .

(  1)  点 A(xo，Yo， zo) を通り，ベクトル z;= (ρ，q， r) に平行な直
線上の任意の点をX とすると，
δ玄= (xo， Yo， 20) +  t(ρ， q， r) 

と表せます.
(2)  H は l上にあるので， (1)を利用すると， O Hがαと
t で表せます. そのあと， O H.u = O を利用して，t  
をαで表します.
(3)  球面 C と直線 lが異なる 2点で交わるとき，

O H <半径
が成りたちます.

→ x  ___ τご
tu A____ I  U  

。

(4)  L P O Q = 9 0o をδP・O Q= O と考えてしまっては，タイヘンです.
それは， P とQ の座標がわからないので， δP，O Q を成分で表せないから
です. 座標やベクトルの問題では，幾何の性質を上手に使えると負担が軽く
なります.

(1)  O X =δ五+ t五=(α，1， l)+(t， t， t) 
=(t+a， t+l， t+l) 

X(t+α， t+l， t+l) 

園軌跡(n )

ムA B C と点 Pカまあり，
F互+ 2 P豆+ 3 P C = k C B (ん: 実数) ・…・①

をみたしているとき，次の間いに答えよ.
(1)  A P をk，互13，瓦ごで表せ.
(2)  PがムA B C の内部にあるときの h の値の範囲を求めよ.
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(2)  (1)で，互P = m A B + n互己型に変形しましたが，このとき，
点PがムA B Cの内部にあるための条件は， r m > O， n > O， 
m + n < l J です. これは， しっかりと覚えておきましょう.

(1)  ① 亡二三一互予+2(五百一互予)+3(互己- 互P)=k(瓦13-互否)
6互予=(2-k)互芭+(k+3)互ξ
2 - k ー→ k + 3A P =一6 A B+一了A C

(2)  点Pカ{ b.ABC の内音日にあるとき
2- k ， ̂  k + 3 ， ̂  2 - k ， k + 3  一三一一> 0 一一一一> 0，一一一一+ ー一一一< 16  6  6  6  ‘担周

m > O， n > O， 
- 3 < k < 2  m + n < l  

困 始点を C に変えると， 演習問題 157の形になります¥ L  
" O ポイント !δ予= mδ互+ηδE と

ムO A Bの周，および内部にある
m 孟O. n 孟O. m + n孟1

固 において
(1) ξ予を C A，CB， kで表せ.
(2)  点PがムABC の周，および内部にあるような hの値の範囲を
求めよ.

圏内積 (N)
(;=(1， x)， b = ( l， -2) のとき，2{;+3b と {;-2b が垂直と
なるような z の値を求めよ .
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1 mで学んだように，「ベクトルが垂直」とくれば「内積= OJ ですが，
今回は，ベクトルが成分で表されています. 成分で表されたベクト
ルの内積について次のことを覚えておきましょう.

(;=(a1，αム b = ( b1，ん) のとき，
α' b =α1b1+ α2b2  

このことより，次のこともいえます.
(;=(α1， a2)， b = ( b1， b2) のとき，

α上 b ならば，α1b1+ α2b2= O
このことは， 1 mの「平行条件」といっしょに覚えておくと よいでしょう.

2(;+3b=(2， 2x)+(3， -6)=(5， 2x一6)
(;-2b=(1， x)一(2，-4)=(-1， x+4) 
(2(;+3b)ょ((;-2b) だから，

l_L  

(2(; +3b)・((;- 2 b ) = 0  
-5+(2x-6)(x+4)=0 

- 1:t/59 x =一 2

{;=(α1，αム b = ( b1， b2) のとき
α'b =αlb1+ α2b2  

特に，{;_l_ b のとき， αlb1+α2b2= O

三=(1，2)， b=(3， - 1) のとき，a + t b と(;-bが垂直となるよ
うな tの値を求めよ.


